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　今の医学生が熟年になる頃にはどんな医学・医療の世になっているだろうか？　これは孫の幸
福を祈る祖父の気持に似るが，最近の国際政治経済の激：変をみて，医学の将来を改めて考えた人
も少なくなかったであろう．
　最近特に技術・企業分野で未来予想をたて，戦略にくみ入れることがよく行われ，医学関係に
もその例が少なくない．ヒューマンサイエンス振興財団が最近発表した循環器病アンケート調査
によれば，本態性高血圧の成因究明・脳血管疾患予防，虚血性心疾患・脳梗塞発症機序解明が
2001～2005年で，動脈硬化症の発症機序の分子レベル・遺伝子レベルの解明が2006～2010年と
予想されている．3年前発表された科学技術庁の「日本の未来技術進歩予測」でも，ガン細胞正
常化2005年とならんで，動脈硬化を非常に有効に治療する薬剤開発2006年目いう数字があげら
れている．
　このようなアンケートによる調査の制約や陥し穴には充分注意しなければならないが，一応こ
の方法論を認めるとすれば，長い間医学の夢であったガンや動脈硬化の機構解明・治療法開発が
今後20年前後でおこるというのは，正に大変な出来ごとである．ひょっとすると自分がまだ生
きている間にそんなことが実現するかもしれないわけで，頭の古い人間には想像を絶することで
ある．しかし乍ら，20年前の医学が，どの程度今日の医学を予測し得たかを想起すれば，また
最近の分子生物学・遺伝子解析・遺伝子工学などの急速な進歩が心臓・血管領域にも導入されて
著明な成果をあげている事実を知るならぼ，「動脈硬化」といった難敵への突破口がかなり開け
たと感ずるのも又当然である．
　動脈硬化やガン対策が出来た結構な時代が夫程遠くないとして，それまで我々は何をなすべき
であろうか？　国としては，人口と食料資源，宇宙環境，エネルギーなどの重大なグローバルな
問題が，医学の進歩とバランスを保って進歩して行くことが必須である．大学を始めとする研
究・教育機関はこのような技術変化に対応する構造変化を必要とするようになるであろう．私の
センチメンタルな希望としては，今日の血管分子生物学進歩の一つのきっかけとなったEDRF
発見はFurchgottの古典的実験室のデータから生れたことを，何時の日の研究者も記憶してい
てほしいということである．
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